
(57)【要約】

【課題】金属リングと絶縁リングが結合した二重ベース

構造を有するエレクトレットコンデンサーマイクロホン

に関する。

【解決手段】マイクロホンは、ケースと、振動板と、振

動板とスペーサを介して対向し金属板の外側に高分子フ

ィルムが接着されてエレクトレットの形成された背極板

と、背極板をケースから絶縁させるための背極板絶縁リ

ングと、中央部分が凹んで両端部が突出した糸巻き形状

からなり背極板を電気的に導通させる金属リングと、金

属リングの凹部を包み金属リングの両端部より突出して

ケースと金属リングとの間に絶縁空間を形成する絶縁リ

ングからなる二重ベースと、二重ベースの金属リングに

より支持され、背極板と共に内部にバックチャンバーを

形成し回路部品が実装されたＰＣＢとを含み、ケースに

上記振動板、背極板、背極板絶縁リング、二重ベースを

積層した後、ケースの末端をカーリングする際、金属リ

ングがＰＣＢを支持することを特徴とする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 央 部 分 が 凹 ん で 両 端 部 が 突 出 し て 糸 巻 き 形 か ら な る 金 属 リ ン グ と 、 上 記 金 属 リ ン グ の
凹 部 を 包 み 、 金 属 リ ン グ の 両 端 部 よ り 突 出 し て ケ ー ス と 金 属 リ ン グ と の 間 に 絶 縁 空 間 を 形
成 す る 絶 縁 リ ン グ か ら な る コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン の 二 重 ベ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 金 属 リ ン グ は 、
　 内 部 に 貫 通 孔 が 形 成 さ れ た 円 柱 形 の 胴 体 と 、 上 記 胴 体 の 両 端 の 外 側 で 突 出 し た 支 持 板 か
ら な る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン の 二 重 ベ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 底 面 に 音 孔 が 形 成 さ れ た ケ ー ス と ；
　 前 記 ケ ー ス と 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 音 孔 を 通 し て 入 力 さ れ た 音 圧 に よ り 振 動 さ れ る 振
動 板 と ；
　 前 記 振 動 板 と ス ペ ー サ を 介 し て 対 向 し て お り 、 金 属 板 の 外 側 に 高 分 子 フ ィ ル ム が 接 着 さ
れ て エ レ ク ト レ ッ ト が 形 成 さ れ た 背 極 板 と ；
　 前 記 背 極 板 を 前 記 ケ ー ス と 絶 縁 さ せ る た め の 背 極 板 絶 縁 リ ン グ と ；
　 中 央 部 分 が 凹 ん で 両 端 部 が 突 出 し た 糸 巻 き 形 か ら な り 、 前 記 背 極 板 を 電 気 的 に 導 通 さ せ
る 金 属 リ ン グ と 、 前 記 金 属 リ ン グ の 凹 部 を 包 み 、 前 記 金 属 リ ン グ の 両 端 部 よ り 突 出 し て 前
記 ケ ー ス と 前 記 金 属 リ ン グ と の 間 に 絶 縁 空 間 を 形 成 す る 絶 縁 リ ン グ か ら な る 二 重 ベ ー ス と
； 及 び
　 前 記 二 重 ベ ー ス の 金 属 リ ン グ に よ り 支 持 さ れ 、 前 記 背 極 板 と 共 に 内 部 に バ ッ ク チ ャ ン バ
ー を 形 成 し 、 回 路 部 品 が 実 装 さ れ た Ｐ Ｃ Ｂ と を 含 み 、
　 前 記 ケ ー ス に 前 記 振 動 板 、 背 極 板 、 背 極 板 絶 縁 リ ン グ 、 二 重 ベ ー ス を 積 層 し た 後 、 前 記
ケ ー ス の 末 端 を カ ー リ ン グ す る 際 に 、 前 記 金 属 リ ン グ が 前 記 Ｐ Ｃ Ｂ を 支 持 す る よ う に な る
こ と を 特 徴 と す る 、 エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 金 属 リ ン グ
と 絶 縁 リ ン グ が 結 合 し た 二 重 ベ ー ス 構 造 を 有 す る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ
ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ は 、 従 来 の 典 型 的 な コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン を 図 示 し た 概 略 図 で あ る 。 典 型 的 な
コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン （ １ ０ ） は 図 １ に 図 示 さ れ た よ う に 、 前 面 板 に 音 孔 （ １ １ ａ ）
の 形 成 さ れ た 円 筒 形 金 属 か ら な る ケ ー ス （ １ １ ） と 、 導 体 か ら な る ポ ー ラ ー リ ン グ （ １ ２
） 、 振 動 膜 （ １ ３ ） 、 ス ペ ー サ （ １ ４ ） 、 絶 縁 体 か ら な る リ ン グ 状 の 第 １ ベ ー ス （ 絶 縁 ベ
ー ス と も い う ： １ ５ ） 、 振 動 膜 （ １ ３ ） と ス ペ ー サ （ １ ４ ） を 介 し て 対 向 す る 固 定 電 極 （
１ ６ ） 、 導 体 か ら な る 第 ２ ベ ー ス （ 導 電 ベ ー ス と も い う ： １ ７ ） 、 回 路 部 品 が 実 装 さ れ て
い て 接 続 端 子 の 形 成 さ れ た Ｐ Ｃ Ｂ （ １ ８ ） か ら 構 成 さ れ る が 、 通 常 、 ケ ー ス （ １ １ ） 内 に
上 記 部 品 を 順 次 的 に 積 層 し た 後 、 ケ ー ス （ １ １ ） の 末 端 を カ ー リ ン グ （ １ １ ｂ ） し て 製 造
さ れ る 。 こ の 時 、 ポ ー ラ ー リ ン グ （ １ ２ ） と 振 動 膜 （ １ ３ ） は 互 い に 接 着 さ れ て 一 体 形 に
な り 得 、 固 定 電 極 （ １ ６ ） は エ レ ク ト レ ッ ト タ イ プ の マ イ ク ロ ホ ン の 場 合 、 金 属 板 に 高 分
子 フ ィ ル ム が 付 着 さ れ て エ レ ク ト レ ッ ト を 形 成 し た 構 造 か ら な っ て お り 、 ‘ バ ッ ク エ レ ク
ト レ ッ ト ’ と も い う 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ か ら ４ ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ が 、 こ の よ う は 従 来 の マ イ ク ロ ホ ン は 、 ケ ー ス （ １ １ ） の 末 端 を Ｐ Ｃ Ｂ （ １ ８ ）
側 に 圧 力 を 加 え な が ら 巻 い て 曲 げ る カ ー リ ン グ （ ｃ ｕ ｒ ｌ ｉ ｎ ｇ ） 工 程 で 、 Ｐ Ｃ Ｂ （ １ ８
） 内 で ベ ー ス に よ る 支 持 力 が 弱 か っ た り 、 部 品 の 公 差 に よ り Ｐ Ｃ Ｂ （ １ ８ ） が 反 っ た り 、
内 部 部 品 が 変 形 さ れ 、 音 響 特 性 に 悪 い 影 響 を 及 ぼ す と い う 問 題 点 が あ る 。
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － ２ ５ ７ ２ ０ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 国 際 公 開 第 ０ ２ ／ ４ ９ ３ ９ ３ 号 パ ン フ レ ッ ト
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ７ ２ ６ ３ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ３ ９ ７ ９ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ っ て 、 マ イ ク ロ ホ ン
を 組 み 立 て る 際 に Ｐ Ｃ Ｂ の カ ー リ ン グ 面 を 支 持 で き る よ う に な っ た 二 重 ベ ー ス を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 糸 巻 き （ 又 は ボ ビ ン （ ｂ ｏ ｂ ｂ ｉ ｎ ） ） 形 の 金 属 リ ン グ の 中 央 部
分 を 、 突 出 し た 絶 縁 リ ン グ が 包 む 上 記 の 二 重 ベ ー ス を 利 用 し て 、 金 属 リ ン グ に よ り カ ー リ
ン グ 面 を 支 持 す る よ う に す る こ と で 、 Ｐ Ｃ Ｂ が 反 っ た り 、 部 品 が 変 形 さ れ る こ と を 防 止 し
、 音 響 特 性 を 向 上 さ せ た エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン を 提 供 す る こ と で あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 二 重 ベ ー ス は 、 中 央 部 分 が 凹 ん で 両 端 部
が 突 出 し て 糸 巻 き （ 又 は ボ ビ ン （ ｂ ｏ ｂ ｂ ｉ ｎ ） ） 形 か ら な る 金 属 リ ン グ と 、 上 記 金 属 リ
ン グ の 凹 部 を 包 み 、 金 属 リ ン グ の 両 端 部 よ り 突 出 し て 、 ケ ー ス と 金 属 リ ン グ と の 間 に 絶 縁
空 間 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の よ う な 別 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の マ イ ク ロ ホ ン は 、 底 面 に 音 孔 の 形 成
さ れ た ケ ー ス と ； 上 記 の ケ ー ス と 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 上 記 の 音 孔 を 通 し て 入 力 さ れ た 音 圧
に よ り 振 動 さ れ る 振 動 板 と ； 上 記 の 振 動 板 と ス ペ ー サ を 介 し て 対 向 し て お り 、 金 属 板 の 外
側 に 高 分 子 フ ィ ル ム が 接 着 さ れ て エ レ ク ト レ ッ ト の 形 成 さ れ た 背 極 板 と ； 上 記 の 背 極 板 を
上 記 の ケ ー ス と 絶 縁 さ せ る た め の 背 極 板 絶 縁 リ ン グ と ； 中 央 部 分 が 凹 ん で 両 端 部 が 突 出 し
た 糸 巻 き （ 又 は ボ ビ ン （ ｂ ｏ ｂ ｂ ｉ ｎ ） ） 形 か ら な っ て 上 記 の 背 極 板 を 電 気 的 に 導 通 さ せ
る 金 属 リ ン グ と ； 上 記 金 属 リ ン グ の 凹 部 を 包 み 、 上 記 金 属 リ ン グ の 両 端 部 よ り 突 出 し て 、
上 記 の ケ ー ス と 上 記 金 属 リ ン グ と の 間 に 絶 縁 空 間 を 形 成 す る 絶 縁 リ ン グ か ら な る 二 重 ベ ー
ス と ； 及 び 、 上 記 二 重 ベ ー ス の 金 属 リ ン グ に よ り 支 持 さ れ 、 上 記 の 背 極 板 と 共 に 内 部 に バ
ッ ク チ ャ ン バ ー を 形 成 し 、 回 路 部 品 が 実 装 さ れ た Ｐ Ｃ Ｂ と を 含 み 、 上 記 の ケ ー ス に 上 記 の
振 動 板 、 背 極 板 、 背 極 板 絶 縁 リ ン グ 、 二 重 ベ ー ス を 積 層 し た 後 、 上 記 ケ ー ス の 末 端 を カ ー
リ ン グ す る 際 に 、 上 記 の 金 属 リ ン グ が 上 記 の Ｐ Ｃ Ｂ を 支 持 す る よ う に な る こ と を 特 徴 と す
る 。 尚 、 こ こ で 、 糸 巻 き 形 を 別 の 表 現 で 表 す と 、 円 筒 形 の 芯 の 両 端 に 該 円 筒 の 径 よ り 大 き
な 径 を 外 周 に 持 つ フ ラ ン ジ を 立 て た も の で 、 こ の 両 フ ラ ン ジ が 互 い に 対 称 形 で あ っ て も よ
い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 で 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る マ イ ク ロ ホ ン は 、 ケ ー ス 末 端 の カ ー リ ン グ 工 程 で
糸 巻 き （ 又 は ボ ビ ン （ ｂ ｏ ｂ ｂ ｉ ｎ ） ） 形 の 金 属 リ ン グ が カ ー リ ン グ さ れ る 部 分 の Ｐ Ｃ Ｂ
（ ｐ ｒ ｉ ｎ ｔ ｅ ｄ － ｃ ｉ ｒ ｃ ｕ ｉ ｔ 　 ｂ ｏ ａ ｒ ｄ ： プ リ ン ト 基 板 ） を 広 く 支 持 す る こ と に
よ り 、 カ ー リ ン グ 工 程 で Ｐ Ｃ Ｂ が 反 っ た り 、 他 の 部 品 に ス ト レ ス が 加 え ら れ 、 部 品 が 変 形
さ れ る こ と を 防 止 し 、 音 響 特 性 の 良 好 な マ イ ク ロ ホ ン を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 エ レ ク ト レ ッ ト の 形 成 さ れ た 背 極 板 に の み 別 途 の 絶 縁 リ ン グ を 使 用 し 、
背 極 板 を 二 重 ベ ー ス と 独 立 さ せ る こ と に よ り 、 背 極 板 の 面 積 を 広 め て エ レ ク ト レ ッ ト （ ｅ
ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｅ ｔ ） の 強 度 を 増 加 さ せ る と 共 に 、 対 向 す る 振 動 板 の 面 積 も 向 上 さ せ て 性 能 を
改 善 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 で は 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 を 参 照 し て 説 明 し た が 、 該 当 技 術 分 野 の 熟 練 し た 当 業
者 は 、 特 許 請 求 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 思 想 及 び 領 域 か ら 外 れ な い 範 囲 内 で 、 本 発 明 を
多 様 に 修 正 及 び 変 更 さ せ る こ と が で き る こ と が 理 解 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン の 主 要 部 品 の 拡 大 図 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 貫
通 孔 （ １ ５ ０ ａ ） の 形 成 さ れ た 背 極 板 （ １ ５ ０ ） を ケ ー ス （ 図 ３ の １ １ ０ ） か ら 絶 縁 さ せ
る た め の 個 別 の 背 極 板 絶 縁 リ ン グ （ １ ４ ０ ） が あ り 、 従 来 の 絶 縁 機 能 を す る 第 １ ベ ー ス と
導 電 機 能 を す る 第 ２ ベ ー ス と か ら 一 つ の 二 重 ベ ー ス （ １ ６ ０ ） 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 二 重 ベ ー ス （ １ ６ ０ ） は 、 中 の 空 い た 円 柱 形 の 胴 体 （ １ ６ ２ ａ ） の 両 端 が 外 側
に 突 出 し て 支 持 板 （ １ ６ ２ ｂ ） を 成 し て お り 、 全 体 的 な 形 状 が 中 央 部 分 の 凹 ん だ 糸 巻 き （
又 は ボ ビ ン （ ｂ ｏ ｂ ｂ ｉ ｎ ） ） 形 か ら な る 金 属 リ ン グ （ １ ６ ２ ） と 、 上 記 金 属 リ ン グ （ １
６ ２ ） の 凹 ん だ 中 央 部 分 を 包 み 、 金 属 リ ン グ 両 端 の 支 持 板 （ １ ６ ２ ｂ ） の 外 周 よ り 突 出 し
て お り 、 組 み 立 て る 際 に 図 ４ に 図 示 さ れ た よ う に 、 ケ ー ス （ １ １ ０ ） と 金 属 リ ン グ （ １ ６
０ ） と の 間 に 絶 縁 空 間 （ １ ０ ６ ） を 形 成 す る 絶 縁 リ ン グ （ １ ６ ４ ） と 、 か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の マ イ ク ロ ホ ン は エ レ ク ト レ ッ ト の 形 成 さ れ た 背 極 板 （ １ ５ ０ ） に の み
別 途 の 絶 縁 リ ン グ （ １ ４ ０ ） を 使 用 し 、 背 極 板 （ １ ５ ０ ） を 二 重 ベ ー ス （ １ ６ ０ ） と 独 立
さ せ る こ と に よ り 、 背 極 板 （ １ ５ ０ ） の 面 積 を 広 め て エ レ ク ト レ ッ ト （ ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｅ ｔ
） の 強 度 を 増 加 さ せ る と 共 に 、 対 向 す る 振 動 板 （ １ ２ ０ ） の 面 積 も 向 上 さ せ て 性 能 を 改 善
す る よ う に な っ て い る 。 即 ち 、 従 来 に は 相 対 的 に 厚 い 第 １ ベ ー ス に よ り 背 極 板 を 挟 み 込 ん
で 絶 縁 さ せ た が 、 本 発 明 の 二 重 ベ ー ス で は 図 ２ に 図 示 さ れ た よ う に 、 別 個 の 絶 縁 リ ン グ （
１ ４ ０ ） で 背 極 板 （ １ ５ ０ ） を 絶 縁 さ せ る こ と に よ り 背 極 板 を 大 き く し 、 エ レ ク ト レ ッ ト
の 強 度 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン の 分 解 斜 視 図 で あ り 、
図 ４ は 、 本 発 明 に 係 る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン を 図 示 し た 組 立 断 面 図 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 本 発 明 に 係 る マ イ ク ロ ホ ン （ １ ０ ０ ） は 、 一 面 が 開 口 さ れ た 円 筒 形
の ケ ー ス （ １ １ ０ ） に ポ ー ラ ー リ ン グ （ １ ２ ４ ） と 振 動 膜 （ １ ２ ２ ） か ら な る 振 動 板 （ １
２ ０ ） と 、 ス ペ ー サ （ １ ３ ０ ） 、 背 極 板 絶 縁 リ ン グ （ １ ４ ０ ） 、 背 極 板 （ １ ５ ０ ） 、 金 属
リ ン グ （ １ ６ ２ ） と 絶 縁 リ ン グ （ １ ６ ４ ） か ら な る 二 重 ベ ー ス （ １ ６ ０ ） 、 部 品 が 実 装 さ
れ た Ｐ Ｃ Ｂ （ １ ７ ０ ） が 順 次 的 に 挿 入 さ れ た 後 、 ケ ー ス （ １ １ ０ ） の 末 端 を カ ー リ ン グ さ
せ て 組 み 立 て を 完 了 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ り 組 み 立 て の 完 了 し た マ イ ク ロ ホ ン （ １ ０ ０ ） は 、 図 ４ に 図 示 さ れ た よ う に
、 一 面 （ 底 面 ） が 塞 が り 、 他 面 （ 上 面 ） が 開 口 さ れ た ケ ー ス （ １ １ ０ ） の 底 面 に 、 ポ ー ラ
ー リ ン グ （ １ ２ ４ ） と 振 動 膜 （ １ ２ ２ ） か ら な る 振 動 板 （ １ ２ ０ ） が 置 か れ て お り 、 ス ペ
ー サ （ １ ３ ０ ） を 介 し て 振 動 膜 （ １ ２ ２ ） と 背 極 板 （ １ ５ ０ ） が 互 い に 対 向 し て 電 極 を な
し て い る 。 こ の 時 、 ケ ー ス （ １ １ ０ ） の 底 面 に は 、 多 数 の 音 孔 （ １ １ ２ ） が 形 成 さ れ て お
り 、 振 動 膜 （ １ ２ ２ ） は 導 電 性 支 持 体 の ポ ー ラ ー リ ン グ （ １ ２ ４ ） を 通 し て ケ ー ス （ １ １
０ ） と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 又 、 背 極 板 （ １ ５ ０ ） は 、 金 属 板 に 有 機 フ ィ ル ム （ 高 分 子 フ ィ ル ム ） が 接 着 さ れ て 構 成
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さ れ 、 有 機 フ ィ ル ム （ 高 分 子 フ ィ ル ム ） に は エ レ ク ト レ ッ ト が 形 成 さ れ て お り 、 二 重 ベ ー
ス （ １ ６ ０ ） で は な い 別 途 の 背 極 板 絶 縁 リ ン グ （ １ ４ ０ ） に よ り ケ ー ス （ １ １ ０ ） と 絶 縁
さ れ て い る 。 こ の 時 、 背 極 板 絶 縁 リ ン グ （ １ ４ ０ ） の 内 径 が 二 重 ベ ー ス （ １ ６ ０ ） の 内 径
よ り 大 き い た め 、 背 極 板 （ １ ５ ０ ） の 外 径 を 二 重 ベ ー ス （ １ ６ ０ ） の 内 径 よ り 大 き く す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 背 極 板 （ １ ５ ０ ） は 二 重 ベ ー ス （ １ ６ ０ ） の 金 属 リ ン グ （ １ ６ ２ ） に よ り 支 持
さ れ る と 共 に 、 Ｐ Ｃ Ｂ 基 板 （ １ ７ ０ ） と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 即 ち 、 従 来 構 造 の マ イ ク ロ
ホ ン で は 、 絶 縁 機 能 を す る 第 １ ベ ー ス が 支 持 す る 役 割 を し た が 、 本 発 明 の 二 重 ベ ー ス （ １
６ ０ ） で は 、 支 持 機 能 と 導 電 機 能 を 糸 巻 き （ 又 は ボ ビ ン （ ｂ ｏ ｂ ｂ ｉ ｎ ） ） 形 の 金 属 リ ン
グ （ １ ６ ２ ） が 担 当 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ｐ Ｃ Ｂ 基 板 （ １ ７ ０ ） の 部 品 面 に は 、 Ｊ Ｆ Ｅ Ｔ な ど の よ う な 回 路 部 品 （ １ ７ ２ ） が 実 装
さ れ て お り 、 他 面 に は ケ ー ス の カ ー リ ン グ 面 （ １ １ ０ ａ ） と 接 触 す る 部 分 に 導 電 パ タ ー ン
が 形 成 さ れ て お り 、 外 部 と 連 結 す る た め の 接 続 端 子 （ 図 示 し な い ） が 形 成 さ れ て お り 、 ケ
ー ス （ １ １ ０ ） の 末 端 が カ ー リ ン グ さ れ る 場 合 、 内 側 に 圧 着 し て 部 品 を 支 持 し て い る 。 こ
の 時 、 本 発 明 で は 図 ４ に 図 示 さ れ た よ う に 、 二 重 ベ ー ス の 金 属 リ ン グ （ １ ６ ２ ） の 支 持 範
囲 （ ｃ ） 内 で カ ー リ ン グ が 行 わ れ る よ う に す る こ と で 、 カ ー リ ン グ の 際 に 発 生 さ れ る 様 々
な 問 題 点 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の マ イ ク ロ ホ ン （ １ ０ ０ ） は 、 振 動 膜 （ １ ２ ２ ） は ポ ー ラ ー リ ン グ （
１ ２ ４ ） と ケ ー ス （ １ １ ０ ） の カ ー リ ン グ 面 （ １ １ ０ ａ ） を 通 し て Ｐ Ｃ Ｂ （ １ ７ ０ ） 回 路
と 電 気 的 に 連 結 さ れ 、 背 極 板 （ １ ５ ０ ） は 二 重 ベ ー ス （ １ ６ ０ ） の 金 属 リ ン グ （ １ ６ ２ ）
を 通 し て Ｐ Ｃ Ｂ （ １ ７ ０ ） 回 路 と 電 気 的 に 連 結 さ れ 、 電 気 的 な 回 路 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 こ の よ う な 本 発 明 の マ イ ク ロ ホ ン （ １ ０ ０ ） は 、 外 部 の 音 波 に よ り 空 気 が ケ ー ス
（ １ １ ０ ） の 音 孔 （ １ １ ２ ） を 通 し て マ イ ク ロ ホ ン の 内 部 に 流 入 さ れ る と 、 こ の 音 圧 に よ
り 振 動 膜 （ １ ２ ２ ） が 振 動 す る と 共 に 、 背 極 板 （ １ ５ ０ ） に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 （ １ ５ ０ ａ
） を 通 し て 、 Ｐ Ｃ Ｂ （ １ ７ ０ ） と 背 極 板 （ １ ５ ０ ） と の 間 に 形 成 さ れ た バ ッ ク チ ャ ン バ ー
（ １ ０ ４ ） 内 に 上 記 空 気 流 入 さ れ る 。 こ の 時 、 音 孔 （ １ １ ２ ） を 通 し て 流 入 さ れ た 音 圧 に
よ り 振 動 膜 （ １ ２ ２ ） が 振 動 す る と 、 振 動 膜 （ １ ２ ２ ） と 背 極 板 （ １ ５ ０ ） と の 間 隔 が 変
わ る 。 そ し て 、 音 圧 に よ り 間 隔 が 変 わ る と 、 振 動 膜 （ １ ２ ２ ） と 背 極 板 （ １ ５ ０ ） に よ り
形 成 さ れ た 静 電 容 量 が 変 化 さ れ 、 音 波 に よ る 電 気 的 な 信 号 （ 電 圧 ） の 変 化 を 得 る こ と が で
き 、 こ の 信 号 が Ｐ Ｃ Ｂ （ １ ７ ０ ） に 実 装 さ れ た Ｊ Ｆ Ｅ Ｔ な ど の Ｉ Ｃ に 伝 達 さ れ 増 幅 さ れ た
後 、 接 続 端 子 （ 図 示 し な い ） を 通 し て 外 部 に 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 マ イ ク ロ ホ ン の 組 立 時 、 Ｐ Ｃ Ｂ の カ ー リ ン グ 面 を 支 持 で き る よ う に な っ た 二 重 ベ ー ス を
提 供 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 糸 巻 き （ 又 は ボ ビ ン （ ｂ ｏ ｂ ｂ ｉ ｎ ） ） 形 の 金 属 リ ン グ
の 中 央 部 分 を 突 出 し た 絶 縁 リ ン グ が 包 む 上 記 の 二 重 ベ ー ス を 利 用 し て 、 金 属 リ ン グ に よ り
カ ー リ ン グ 面 を 支 持 す る よ う に す る こ と で 、 Ｐ Ｃ Ｂ が 反 っ た り 、 部 品 が 変 形 さ れ る こ と を
防 止 し 、 音 響 特 性 を 向 上 さ せ た エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン を 提 供 す る こ と
が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 従 来 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン を 図 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン の 主 要 部 品 の 拡 大 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン を 図 示 し た 組 立 断 面 図 で
あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ ０ 　 　 　 コ ン デ ン サ ー マ イ ク ロ ホ ン
１ １ 　 　 　 ケ ー ス
１ １ ａ 　 　 音 孔
１ １ ｂ 　 　 カ ー リ ン グ
１ ２ 　 　 　 ポ ー ラ ー リ ン グ
１ ３ 　 　 　 振 動 膜
１ ４ 　 　 　 ス ペ ー サ
１ ６ 　 　 　 固 定 電 極
１ ０ ０ 　 　 マ イ ク ロ ホ ン
１ ０ ４ 　 　 バ ッ ク チ ャ ン バ ー
１ ０ ６ 　 　 絶 縁 空 間
１ １ ０ 　 　 ケ ー ス
１ １ ０ ａ 　 カ ー リ ン グ 面
１ １ ２ 　 　 音 孔
１ ２ ０ 　 　 振 動 板
１ ２ ２ 　 　 振 動 膜
１ ２ ４ 　 　 ポ ー ラ ー リ ン グ
１ ３ ０ 　 　 ス ペ ー サ
１ ４ ０ 　 　 絶 縁 リ ン グ
１ ４ ０ 　 　 背 極 板 絶 縁 リ ン グ
１ ５ ０ 　 　 背 極 板
１ ５ ０ ａ 　 貫 通 孔
１ ６ ０ 　 　 二 重 ベ ー ス
１ ６ ２ 　 　 金 属 リ ン グ
１ ６ ２ ａ 　 胴 体
１ ６ ２ ｂ 　 支 持 板
１ ６ ４ 　 　 絶 縁 リ ン グ
１ ７ ０ 　 　 基 板
１ ７ ２ 　 　 回 路 部 品
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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